
令和７年度 第1回介護保険サービス事業者連絡会
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医療と福祉

令和7年8月21日(木)22日(金)

働きやすい職場環境づくりを目指す

～152枚の気づきシートが導いた介護DX～

老人保健施設ミネルワ

眞鍋 達雄

医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

介護DXの取組み

お問い合わせ：老人保健施設ミネルワ 電話:089-972-9500 FAX:089-972-9599 メール：t.manabe@mineruwa.jp 眞鍋達雄



本日 お伝えしたいこと
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医療と福祉

医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

医療法人ミネルワ会

本日お伝えしたいこと

出典：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和７年８月

法人が目指した介護DX(P3-P5）

152枚の気づきシートが導いた介護DX(P6-P13）

スタートラインに立った2025年(P14-P16）

お伝えしたいこと：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



老人保健施設ミネルワがイメージする介護DX
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

医療法人ミネルワ会

法人が目指した介護DX

出典：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ ①～⑧は令和6年度実績 ⑨～⑭は令和6年1年間実績

平成7年6月開設 定員100名（2階50名/3階50名）

①施設類型超強化型老健 指標75

②平均稼働率 95.8％

③在宅復帰復帰率 62.9％

④ベッド回転率 19.6％

⑤1ヶ月当り平均入退所件数 92件

⑥入所者平均年齢 87.8歳

⑦入所者平均介護度 要介護3.1

⑧ﾀｰﾐﾅﾙ死亡件数 20件

⑨生産性向上推進体制加算Ⅰ 取得(R7.1)

⑩介護職離職率 5.9%

⑪介護職1ヶ月の総業務時間 161.7時間

⑫介護職1ヶ月の残業時間 2.2時間

⑬介護職年間有休取得日数 9.3日

⑭介護職平均勤務年数 12.0年

財団法人介護労働安定センンター
理事長表彰『優秀賞』受賞

超強化型老健を維持し、生産性向上推進体制加算(Ⅰ)を取得。令和7年1月、全国47都道府県介護労働安定センター理事長表彰『優秀賞』を受賞。



業務改善ガイドラインの取組みが導く介護DX
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

出典：厚生労働省 施設サービス ガイドライン（令和２年度改訂版）

令和4年度 眠りSCAN 令和5年度 多機能ベッド

令和3年度 ICT機器 令和6年度 インカム

継続中

継続中継続中

令和７年度 伴走支援受講中

令和3年度④の記録工夫でICT機器導入、令和4年度②(2)の役割分担で眠りSCAN導入、令和5年度③の手順書作成で多機能ベッド導
入、令和6年度⑤の情報共有でインカム導入、整備・OJT・理念は継続中。令和7年度②(1)の業務の明確化について伴走支援受講中。

法人が目指した介護DX



法人内全事業所連携が導く介護DX
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

松山市救急指定病院

出典：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 株式会社ワイズマン メルタス

医療・介護連携サポートサービス『メルタス』が、各事業所で入力したデータを集約し、法人内全事業所が情報共有するシステム
である。利用者情報・報告・連絡・相談・申し送り・会議室カンファレンス・掲示板、回覧板・会議室等、業務中枢機能である。

法人が目指した介護DX

多職種間の情報共有

医療・介護連携サポートサービス『メルタス』を使用



152枚の気づきシートが導いた介護DXの取組み
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

医療法人ミネルワ会

出典：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和5年8月

因果関係図

プロジェクトチーム

152枚の気づきシート

職員から提出された152枚の気づきシートを9項目に分類後、実施体制プロジェクトチームを立ち上げ・役割
分担し、問題点・課題を洗い出す。因果関係図より課題の原因分析をし、課題解決策を具体化する。
計画を実行し、評価・改善後、小さな新しい課題に再度取組む。

152枚の気づきシートが導いた介護DX

腰痛対策ありませんか

152枚の気づきシート



ICT機器導入による『紙消費量』55,206枚削減目標の結果
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

データ：令和3年度1月にICT機器導入後、1年目令和4年度報告・2年目令和5年度報告・3年目令和6年度報告

ICT機器導入前(3年間目標） ICT機器導入後

年間使用量66,788枚を3年間で83％55,206枚削減目標とした取組の結果、削減目標の84％56,340枚削減する。

年間使用
66,788枚

削減枚数目標 削減目標％

55,206 83%

1年目(令和4年度) 35,735 54%

2年目(令和5年度) 47,021 70%

3年目(令和6年度) 55,206 83%

3年目の結果
削減枚数結果 削減結果％

56,340 84%

1年目(令和4年度) 31,600 47%

2年目(令和5年度) 48,900 73%

3年目(令和6年度) 56,340 84%

令和3年度
導入

【経緯】
地域包括
ｹｱｼｽﾃﾑ
地域のため
法人内包括
ｹｱｼｽﾃﾑ

ICT機器導入による『書類作成業務』13,200時間削減目標の結果

年間業務17,803時間を3年間で75％13,200時間削減目標とした取組の結果、削減目標の77％13,630時間削減する。

ICT導入：業務時間

152枚の気づきシートが導いた介護DX



眠りSCAN導入による『対応・処理時間』54分ゆとり時間確保目標の結果
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

データ：①夜間全定期循環 ②夜間定期トイレ誘導 ③インシデント処理時間（転倒要因） ④インシデント処理時間（その他） ⑤アクシデント処理時間 令和６年度報告

眠りSCAN導入前(3年間目標) 眠りSCAN導入後

巡回・処理時間(240分/日)を2年目で23％(186分/日)1日54分確保を目標とした結果、ゆとり確保目標の27％1日64分確保する。

①～⑤
巡回・処理時間

240分/日

確保時間目標/分 確保目標％

72 30%

1年目(令和5年度) 36 15%

2年目(令和6年度) 54 23%

3年目(令和7年度) 72 30%

3年目の結果

確保時間結果/分 確保結果％

未 未

1年目(令和5年度) 36 15%

2年目(令和6年度) 64 27%

3年目(令和7年度) 未 未

令和4年度
導入

【経緯】
地域包括
ｹｱｼｽﾃﾑ
老健内包括
ｹｱｼｽﾃﾑ

152枚の気づきシートが導いた介護DX



多機能ベッド導入による課題4項目の職員評価
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

データ：職員アンケートより 令和5年4月～令和6年9月の期間で検証する 愛媛県生産性向上モデル事業所

多機能ベッド導入前 多機能ベッド導入後

課題とした①予防②在宅復帰促進③環境整備④移動・移乗・介助が楽の4項目に対し職員の92％が評価。負担軽減・食事
対応・誤嚥リスクに対し職員の100％が評価。

令和5年度
導入

【予防】 ①ベッド移動時のコード切断：5件

②利用者が柵外し：3件 ③柵が倒れ事故現認：4件

④フットボート越え：2件 ⑤誤嚥リスク：不安大

【在宅復帰促進】 ①自宅のベッド環境：作れてない

②高さ・足上げ・背もたれ調整：できない

③在宅復帰者数：9.1名（短期集中リハ90日間）

【環境整備・緊急時早く移動】 ①掃除がしづらい

②急変時の移動に時間がかかる：見守りが手薄

③ベッドごとの移動が困難：4人でかかえ移動

【移動・移乗・介助が楽】 ①重くて身体的負担大

②居室で食事ができない ③上下できず腰痛大

【予防】 ①ベッド移動時のコード切断：1件

②利用者が柵外し：0件 ③柵が倒れ事故現認：0件

④フットボート越え：0件 ⑤誤嚥リスク：安心大

【在宅復帰促進】 ①自宅のベッド環境：作れている

②高さ・足上げ・背もたれ調整：自由に可能

③在宅復帰者数：11.2名（短期集中リハ90日間）

【環境整備・緊急時早く移動 】①掃除が早くできる

②急変時の移動に時間がかかる：簡単に早く移動可

③ベッドごとの移動が困難：2人で押して移動

【移動・移乗・介助が楽】 ①身体的負担が激減

②居室で食事対応可能 ③多機能で腰痛対策となる

【経緯】
生産性向上
ﾓﾃﾞﾙ事業所
伴走支援業
務効率化
手順書作成

152枚の気づきシートが導いた介護DX



インカム導入における課題『医師回診』の導入前後
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

出典：

インカム導入前 インカム導入後

回診に参加していた多職種が、60分間を各々の業務を優先しながら、リアルタイムで情報共有し、回診に参加できるようになる。

データ：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和6年12月25日以前と以後の取組内容を比較

参加多職種：①医師 ②看護師 ③介護士

④理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

⑤管理栄養士 ⑥ケアマネジャー ⑦相談員

回診時間は平均60分である（週3回～4回）

申し送りで全職員に情報共有される

参加多職種：①医師 ②看護師

③～⑦の専門職は参加しない

移動の必要がない

多職種は各々の仕事に取組みながら参加する

全職員がリアルタイムで情報共有できる

令和6年度
導入

152枚の気づきシートが導いた介護DX

【経緯】
生産性向上
ﾓﾃﾞﾙ事業所



インカム導入における課題①～⑥の導入後
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

医療法人ミネルワ会

導入前の課題 インカム導入後

①入所多職種カンファレンス カンファレンス開始までの時間を5分削減することにより、月4時間のゆとり時間が生
まれ、リアルタイムで意見交換もできる！

②入浴時 1日一人当たり処置対応までの2分間の削減により、月5.6時間のゆとり時間が生まれ、
利用者を待たせることなく迅速な対応ができる！

③事故予防 眠りSCANとインカムの連動により、ヒヤリハットは増加するが、職員同士の迅速な対
応により、事故予防に対する意識が高まる！

④夜間の看護師と介護士連携 職員間の連携の高まりにより、緊急時にワンプッシュで連絡できる安心感は高く、情
報共有で迅速な救急対応が可能となる！

⑤看護と介護の申し送り 多職種が各々の業務を優先しながら情報の共有ができ、医療面で看護の申し送りを聞
くことで事前に利用者の状態を把握できる！

⑥ご家族様面会対応 ご家族様の面会対応がスムーズになり、ハプニングにも臨機応変に対応し、リアルタ
イムで面会状況を把握できるようになる！

データ：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和6年12月25日導入前の課題に対する導入後

152枚の気づきシートが導いた介護DX

スピード感をプラスしたワンランク上の情報共有システム「インカム」を導入することにより何事もリアルタイムで施設全体が
チームとして動き出し、多職種間で情報共有が促進され、更に業務効率化が加速する。



152枚の気づきシートが導いた生産性向上推進体制加算(Ⅰ)取得
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

データ：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和6年4月～（Ⅱ）を算定し、令和7年1月～（Ⅰ）を算定 取得率データ：全国老健協 全国老施協

単位 10単位/月

算定
要件

生産性向上委員会にて４項目を検討し、実施
状況を定期的に確認すること

定められたテクノロジー３種類のうち１種類
以上導入していること

生産性向上に関する評価項目１～３を事業年
度ごとに厚生労働省に報告する

生産性向上推進体制加算（Ⅰ）生産性向上推進体制加算（Ⅱ）

単位 100単位/月

算定
要件

生産性向上委員会にて４項目を検討し、実施
状況を定期的に確認すること

定められたテクノロジー３種類すべてを導入
していること

職員間の適切な役割分担（介護助手の活用
等）の取組等を行っていること

生産性向上に関する評価項目１～５を事業年
度ごとに厚生労働省に報告する

提出データ等より業務改善の取組による成果
が確認されていること

152枚の気づきシートの課題解決に向け介護DXに取組んだ結果、生産性向上推進加算(Ⅰ)取得となる。全国老健協令和6年
12月調査(Ⅰ)取得4.7％ 全国老施協令和6年6月調査(Ⅰ）取得4.0％ 申請時松山市内では100床施設では初。

令和7年1月より算定

152枚の気づきシートが導いた介護DX



152枚の気づきシートが導いた当施設のイメージする介護DX
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

医療法人ミネルワ会

出典：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和7年8月

• 介護・請求ソフト

• 紙媒体の介護記録

• 各種請求書

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

•利用者のケア

•業務の明確化・役割分
担（眠りスキャン）

•情報共有(インカム）

業務改善

• 介護サービスの
質の向上

• 人材の定着・確保

生産性向上

• 愛媛県生産性向
上モデル事業所

• 介護労働安定セ
ンター理事長表
彰「優秀賞」

介護DX

仕事が楽で簡単になる

多職種との連携が可能

目的：業務の効率化

目的：差別化・競争力強化

152枚の気づきシートから見える現場の課題(問題把握と原因分析）⇒心理的安全性の高い環境づくり

アナログ
スタート

生れる時間の有効活用

特定の業務に絞った取組

効果的で効率的な取組

アナログからデジタル化、業務改善の効率的な取組により介護サービスの質の向上・人材の定着確保を目指す生産性向上。
差別化・競争力強化を目指す介護DX。業務改善の繰り返しが介護DXに導き、介護DXが更に業務改善をアップデートさせる。

152枚の気づきシートが導いた介護DX

生産性向上推進
体制加算(Ⅰ)取得



介護福祉士が直接介護に専念できる職場環境づくり
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

直接介護 *1

①移動・移乗・体位交換

②排泄介助・支援

③入浴・整容・更衣

④利用者とのコミュニケーション

⑤日常生活自立支援(※2)

⑥行動上の問題への対応(※3)

⑦食事支援

⑧機能訓練・リハビリテーション・医療的処置

⑨その他の直接介護

＊1 見守りによる介助を含む

＊2 入眠起床支援、訴えの把握、日常生活の支援

＊3 徘徊、不潔行為、昼夜逆転等に対する対応等

＊4 利用者に関する記録等の作成、勤務表等の作成、
申し送り、職員間の連絡調整、文書検索等

勤務時間 類型 割合

日中

直接介護 54.1%

間接業務 32.4%

休息 待機 その他 11.9%

余裕時間 1.6%

勤務時間 類型 割合

夜間

直接介護 48.9%

間接業務 33.2%

休息 待機 その他 12.0%

余裕時間 5.9%

間接業務

①巡回・移動

②記録・文書作成・連絡調整等(※4)

③利用者のアセスメント・情報収集・介護計画の作成・見直し

④見守り機器の使用・確認

⑤介護ロボット・ICT機器の準備・調整・片付け（※5）

⑥他の職員に対する指導・教育(※6)

⑦食事・おやつの配膳・下膳等

⑧入浴業務の準備等

⑨リネン交換・ベッドメイク ⑩居室清掃・片付け

⑪消毒などの感染症対応 ⑫その他の間接業務(※7)

＊5 機器の充電、セッティング、設定の確認・見直し、
片付け作業等

＊6 ケアの内容や方法に関する指導、OJT等

＊7 レクレーションの準備等

出典：厚生労働省 職員向けタイムスタディ調査票 令和6年12月職員調査 令和7年3月厚生労働省提出データ

厚生労働省の直接介護と間接業務の24項目を基本に、業務を標準化・見える化する。業務の明確化・役割分担
により間接業務を効率化・削減し、間接業務12項目の一部を介護助手が担う。介護福祉士が直接介護に専念で
きる職場環境を整えることが、介護サービスの質の向上に効果的であり、更に介護DXを加速させる。

スタートラインに立った2025年



当施設がイメージする介護DXに取組むはじめの一歩
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医療と福祉

医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

医療法人ミネルワ会

出典：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和7年8月

直接介護の時間を増やす 介護DXの取組み

どの業務
を改善す
る必要が
あるか

改善した
業務がど
れくらい
あるか

業務の
見える化

どの業務
にどれく
らい時間
が掛かっ
ているか

役割分担

効果的に
生産性向上
に取組む

間接業務を減らす

スタートラインに立った2025年

介護DXに取組むはじめの一歩は現場の課題を見える化し、現場の業務量を分析することにより、効果的に生
産性向上に取組むことができる。『タイムスタディ』が『時間を生む介護DXの取組み』のはじまりである。

現場の業務量を分析現場の課題を見える化 タイムスタディが重要



介護DXスタートラインに立った今、次のステップへ
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

出典：医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ 令和7年8月

•総 額：33,715(千)円

•補助金：19,919(千)円

•自己資金：13,796(千)円

導入費用
補助率
59.1%

①令和3年度

ICT機器導入

②令和4年度

見守り機器導入

③令和5年度

多機能ベッド導入

④令和6年度

インカム導入

導入機器をアップデートしながらデータ活用することで、繰り返す業務改善が介護DXに導き、介護DXが更に業務改善を
アップデートさせる。チームケアの考えを基本に、介護DX人材育成に取組み、働きやすい職場環境づくりを目指す。

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
1
取
得

令和7年度 業務改善計画

超
強
化
型
老
人
保
健
施
設

介護DX

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
理
事
長
表
彰
「
優
秀
賞
」

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

•メルタスファミリー（利用者/ご家族）コミュニケーション

• 眠りSCANアイ(4部屋カメラ)見守り

•ハカルト（業務時間の見える化）ﾀｲﾑｽﾀﾃﾞｨ

•デジタル中核人材養成研修参加IT人材育成

•データ連携システム6月～開始ケアプラン

• 5月28日～12月介護労働安定
センター愛媛支部

生産性向上個別指導
介護DX人材育成

• 5月14日・推進事業所指定
8月～翌年2月研修ノーリフティングケア

差別化・競争力

愛
媛
県
生
産
性
向
上
モ
デ
ル
事
業
所

スタートラインに立った2025年

施
設
全
シ
ス
テ
ム
紹
介
フ
ロ
ア



ご清聴ありがとうございました
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医療法人ミネルワ会

愛媛県松山市

医療法人ミネルワ会

御礼

お問い合わせ：老人保健施設ミネルワ 電話:089-972-9500 FAX:089-972-9599 メール：t.manabe@mineruwa.jp 眞鍋達雄
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